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市
長
の
「
軍

事
行
動
」
支

持
と
の
発
言
 

 
米

子
市

は
「
史

跡
米

子
城

跡
整

備
基

本
計

画
」
を

策
定

中
で

あ
り

、
市

議
会

の
全

員
協

議
会

で
、
素

案
の

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
 

米
子

城
跡

は
、
「
城

山
」
と

し
て

米

子
市

民
を

中
心

に
多

く
の

人
に

親
し

ま
れ

、
１

９
７

７
年

に
市

指
定

の
史

跡
、

２
０

０
６

年
に

は
国

指
定

の
史

跡
と

な

り
、
現

在
に

至
っ

て
い

ま
す

。
 

 
し

か
し

、文
化

財
保

護
の

観
点

か
ら

い

え
ば

、こ
の

間
、十

分
な

整
備

が
さ

れ
て

き
た

と
は

い
え

な
い

状
況

で
あ

り
、
２

０

１
７

年
に

「
保

存
活

用
計

画
」
を

策
定

し
、
今

回
の

整
備

基
本

計
画

の
策

定
に

つ
な

が
っ
て

い
ま

す
。 

 
重

要
な

文
化

財
で

あ
る

米
子

城
跡

を

保
存

し
、
後

世
に

も
伝

え
て

い
く

こ
と

は
、
た

い
へ

ん
重

要
な

こ
と

で
す

。
し

か

し
、
今

回
の

基
本

計
画

の
素

案
に

は
、
史

跡
指

定
を

受
け

て
い

な
い

内
堀

の
内

側

の
民

有
地

部
分

を
追

加
指

定
す

る
計

画
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、
土

地

の
買

収
な

ど
も

必
要

に
な

っ
て

き
ま

す
。 

 
今

、
米

子
市

は
、
公

立
保

育
所

の
統

廃

合
民

営
化

、
老

人
憩

の
家

の
廃

止
な

ど
、
財

政
的

な
問

題
か

ら
、
公

共
施

設

の
縮

小
を

図
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

状
況

で
、
土

地
の

買
収

な
ど

、
市

民
の

理

解
が

得
ら

れ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
ま

ず

は
、
今

の
指

定
区

域
を

、
適

切
に

保
存

・

管
理

し
て

い
く

こ
と

が
、
重

要
な

の
で

は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
 

 
こ

の
整

備
基

本
計

画
（
素

案
）に

つ
い

て
は

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

も
行

わ
れ

ま
す

。
皆

さ
ん

の
声

を
米

子
市

に
届

け

て
い

き
ま

し
ょ

う
。
  （

又
野

史
朗

） 

 
十

一
月

二
十

日
に

市
内

で
開

催
さ

れ

た
「
拉

致
問

題
」
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
閉

会
あ

い
さ

つ
で

、
伊

木
市

長
は

「
も

し
、
拉

致

問
題

解
決

の
た

め
に

安
倍

内
閣

が
軍

事
行

動
す

る
と

い
う

の
で

あ
れ

ば
･･･、

全
面

的
に

支
持

」
と

発
言

し
ま

し
た

。 

 
党

市
議

団
は

錦
織

陽
子

県
議

と
と

も

に
、
そ

の
翌

日
に

発
言

へ
の

抗
議

と
撤

回
の

申
し

入
れ

を
行

い
ま

し
た

＝
写

真

＝
。
そ

れ
を

き
っ

か
け

に
一

般
マ

ス
コ

ミ

も
大

き
く

取
り

上
げ

、
県

内
の

諸
団

体

な
ど

か
ら

抗
議

の
声

が
広

が
り

、
二

十

七
日

に
開

か
れ

た
市

議
会

全
員

協
議

会
で

も
多

く
の

議
員

が
批

判
の

論
調

を
展

開
し

ま
し

た
。
 

 
そ

う
し

た
こ

と
を

受
け

、市
長

は
二

十

九
日

に
「真

意
が

正
し

く
伝

わ
ら

ず
･･･

多
く

の
皆

様
に

誤
解

を
招

い
た

」
と

し

て
、
問

題
部

分
を

撤
回

し
ま

し
た

。
 

し
か

し
、
そ

の
後

も
「
一

連
の

発
言

の

趣
旨

と
い

う
も

の
は

決
し

て
間

違
っ
て

い

な
か

っ
た

」
な

ど
と

強
弁

。
仮

に
た

と
え

の
話

だ
と

し
て

も
、
こ

の
「
軍

事
行

動
」

 
市

議
会

全
員

協
議

会
に

中
国

電
力

の

出
席

を
求

め
、
島

根
原

発
３

号
機

の
審

査
会

合
で
規
制
委

員
会

か
ら

「
こ

の
書

類
で

は
審
査

で
き

な
い

」
と

言
わ

れ
た

こ

と
に

つ
い

て
、
説

明
を
聞

き
ま

し
た

。 

 
規
制
委

員
会

の
指
摘

は
、原

子
炉

設
置

場
所

の
地
盤

、地
震

な
ど

の
状

況
説

明
書

の
記
載

の
８
項
目

に
、「平
成

２
５

年
１

２

月
２
５

日
付

け
２

号
機

申
請

の
記
載

に
同

じ
」と
記

し
、解
析
結
果

な
ど

根
拠

を
示

す
デ
ー
タ

の
添
付

も
な

い
の

で
審
査

は
出

来
な

い
と

い
う

こ
と

で
す

。 

 
「
現

在
審
査

中
の

２
号
機

の
結
果

が

出
な

け
れ

ば
書

け
な

い
の

で
こ

う
い

う

記
述

を
し

た
」
と

中
国

電
力

。 

 
そ

れ
な

ら
ば

、
な
ぜ

２
号
機
審
査
終
了

を
待

た
ず
急

い
で

３
号
機
審
査

申
請

を

し
た

の
か

と
聞

く
と

、
「
今
８
％

の
原

子

力
依

存
を

、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本

計

画
に
応

え
２

０
３

０
年

に
２

２
％

に
す

る

た
め

に
、
老
朽

化
し

た
原

発
が

多
い

中

で
新

し
い

原
発

が
必

要
と
考

え
申
請

を

急
い

だ
」
と
答

え
ま

し
た

。 

 
審
査

中
の

２
号
機

の
書
類

も
、
一

部
受

理
さ

れ
ず
再
提

出
と

な
り

ま
し

た
。
中

国
電

力
は

「
核
機
密

に
係

る
フ
ァ
イ
ル

に
非

公
開

の
表
示

が
な

か
っ

た
た

め
」
と

言
っ
て

い
ま

し
た

が
、
内
容

に
も
不

十
分

な
部

分
が

あ
り

指
摘

さ
れ

た
こ

と
を
認

め
ま

し
た

。 

 
中

国
電

力
の

安
易

で
ず

さ
ん

な
申
請

、

市
民

説
明

会
を

求
め

て
も

、す
る

と
は

言

わ
な

い
不
誠
実

な
態
度

に
不
信
感

が
い

よ
い

よ
増

し
ま

し
た

。 （石
橋

佳
枝

） 

 な
ぜ

申
請

を
急

い
だ

の
か

 

島
根
原

発
３
号

機
の
審

査
が
ス
ト
ッ
プ

写真：米子城跡（米子市文化観光局提供） 

容
認

の
発

言
は

市
長

の
姿
勢

の
表

れ

で
あ

り
、
憲
法

９
条

に
明
確

に
反

す
る

も
の

で
す

。
 

市
長

の
こ

の
発

言
は

、市
政

に
対

す

る
信

用
失
墜

行
為

で
あ

り
、
断
じ

て
許

せ
ま
せ

ん
！

   
（

岡
村

英
治
）
  

 

全
て
の
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
へ
 

  
補

正
予
算

に
総
額
約

１
３
億

７
８

０
０
万

円
の
普
通
教
室
空

調
設

備
整

備
事
業
費

が

計
上

さ
れ

ま
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

、
市

内
の

公

立
小

、
中
学
校

の
普
通
教
室

す
べ

て
に
エ
ア

コ
ン

が
設
置

さ
れ

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。 

 
来

年
度

（２
０

１
９

年
度

）
中

の
整

備
完
了

を
目

指
す

と
し

て
い

ま
す

。 

 
党

市
議

団
は

こ
れ

ま
で

も
議

会
で

取
り

上

げ
る

な
ど

、
児
童
生
徒

の
学
校

で
の
暑

さ
対

策
と

し
て
エ
ア

コ
ン

設
置

を
主
張

し
て

き
ま

し
た

。
と

り
わ

け
こ

の
夏

の
「
災
害

」と
言

え

る
と

さ
れ

た
猛
暑

を
受

け
、
早
期

の
設
置

を

９
月

議
会

で
も

取
り

上
げ

た
と

こ
ろ

で
す

。
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
       

  
                   

（
岡
村
英
治

）
 

特別職の期末手当増額 

 ８月の人事院勧告に基づいて、国の特別職の期末

手当が引き上げられるのに準じて、市長などの特別

職の期末手当が０・０５月分アップします（共産党市

議団は反対）。増額分は次のとおりです。 

市長  ６万６５００円    副市長 ５万５４４０円 

教育長・水道事業管理者 ４万７４６０円 

議長  ３万７８７０円    副議長 ３万３２５０円 

議員  ３万８００円   
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❖ 原発の危険から市民を守る 

 

石橋 福島原発事故のような過酷事故は、２

度、３度と起こりうるのではないか。 

市長 さまざまなリスクに対応して頂いてい

る。適切かどうか今後審査が行われる。しかし

ながらリスクはゼロではないと念頭におくべ

き。 

石橋 安倍政権のエネルギー基本計画では、 

２０３０年には原発依存２０～２２％、今は停

止中の全ての原発を稼働させる必要があるが、

この計画を支持されるか否か。 

市長 エネルギー政策は、資源自給率向上、環

境への適合性、国民の負担抑制ほか、国民の安

全を最優先されたもの。可能な範囲で協力。 

石橋 原発を主要電源とした場合に、安全最優

先であるのか、疑念はないのか。 

市長 さまざまなリスクを考えた上でエネル

ギー基本計画を作成、その点は尊重したい。 

石橋 人口の1/4が島根電発のＵＰＺ＝３０キ

ロ圏内に住む米子市の市長として、２、３号機

の稼働については、Ｙｅｓ、Ｎｏ、どう答えら

れるか。 

市長 稼働、再稼働は、中長期的なエネルギー

政策と関連。地域住民の安全性を第一義に、安

全政策の進捗を踏まえて、国が責任を持って判

断されるべきもの。 

石橋 安倍首相は福島の原発事故が収束したか

のように動き、他国に原発の売り込みまでして

いる。国に任せずに考えて頂きたいがいかが

か。 

市長 繰り返しになるが、国が責任を持って判

断されるべきもの。 

石橋 国に全て任せる、中国電力に判断を預け

る、そういう態度を一歩も出ない。市民の安全

を守る市長として判断されることを強く求め

る。 
 

（その他の質問項目） 
○公共交通―市民の移動権を守る 
○介護保険―高齢者と家族の暮らしを守る 
○障がいのある人の暮らしを守る 

 

 

 

 
❖ 淀江産廃処分場計画― 

   県に公正な意見調整望めない 
 

 建設計画をめぐって、地元住民と事業者であ

る県環境管理事業センターとの意見調整会議が

行われています。 

岡村 事業センター職員のほとんどが県からの

出向。出資金も３分の１は県から。センターは

県が肩入れしており、調整会議を主催する県に

センターと住民との公平、公正な意見調整がで

きるのか？ 

市民生活部長 県が条例に基づき対応する。 

岡村 公正な役割を県に期待できない。県条例

の不備だ。 
 

❖ 就学援助の切り下げするな！ 
 

 安倍政権の生活保護削減が全国の自治体の就

学援助の切り下げにつながるのでは、との心配

の声が広がっています。 

岡村 今年１０月から生活扶助基準が平均 

１.８％、最大５％の引き下げが強行された。

それに連動して就学援助の対象が狭められる恐

れがある。米子市の対応はどうか？ 

教育委員会事務局長 教育を受ける機会が妨げ

られることがないよう、影響がでないように対

応している。 

❖ 水道事業の民営化をするな！ 
 

 １２月に成立した改正水道法により、水道施

設を公が所有したまま運営権を民間企業に売却

する「コンセッション方式」の導入が可能とな

りました。 

岡村 水は社会的共通資本。市場原理主義的な

私的利潤追求の対象とすべきではない。 

市長 水の安定供給を行うためには、この方式

は難しいと判断している。 

 ―大山の豊かな伏流水をくみ上げる、おいし

い米子の水を、儲け優先の民間企業に売り渡し

てはなりません。 
 

（その他の質問項目） 

○消費税増税はストップを 

 

 

 

 
❖ 淀江産業廃棄物最終処分場建設計画の 

  中止を求めて 
 

又野 淀江町と環境プラント工業株式会社との

一般廃棄物最終処分場の開発協定に基づいて、

平成９年８月に提出された変更開発事業実施計

画書には、Ⅲ期計画についても記入してある。 

Ⅲ期部分を産廃処分場に変更すると知ったと

き、話が違うと言わなかったのか。 

市民生活部長 そもそもⅢ期地区と言われてい

るところを一般廃棄物処分場として使う位置づ

けそのものが存在しない。平成４年にⅢ期地区

を除いたところについて具体的な開発申請、そ

れに伴う覚書が結ばれており、開発協定が結ば

れたと承知している。 

又野 産廃処分場計画を知った市は、環境プラ

ントに勝手に変更するのはおかしいと抗議すべ

きである。こんなずさんなやり方で進められる

産廃処分場計画について、市は中止を求めるよ

う強く要望する。 
 

❖ 公立保育所の統合民営化問題 
 

又野 パブリックコメントや保護者説明会での

意見を伺う。 

こども未来局長 早く統合して安全な施設を建

ててほしいと言った賛成の声がある一方、公立

保育所が減ることや統合に反対といった意見が

あった。 

又野 公立保育所を統合することのメリット、

デメリットは何か。 

こども未来局長 スペースを活用した子育て支

援の実施、幼児教育と保育を一体的に行うこと

ができ、より多くの職員の目で多角的に保育で

きるメリットがある一方、場所によっては送迎

に時間がかかる保護者がいるといったデメリッ

トがある。 

又野 保育環境の維持、地域コミュニティー活

性化のため、保育園を単独で残すことも検討の

うえ、市民の切実な声を反映するよう強く要望

する。 
 

（その他の質問項目） 

〇職場環境の改善    

○市長の政治姿勢について 

日
本

共
産

党
 

政
英

会
 

よ
な

ご
・
未

来
 

公
明
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信
風
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①  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議

長   

○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 

②  ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × 

③  × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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石橋佳枝議員 

一
般

質
問

 

    陳情・議案に対する日本共産党市議団の考え 

①陳情 待機児童解消、保育士等の処遇改善、保育の無償化のため

の必要な措置を求める意見書の提出を求める陳情書⇒趣旨採択 

 保育士不足の原因として賃金の低さや過重負担があります。配置基

準を改善すれば、一人の保育士が見る子どもの数が減り、保育士の負

担軽減になります。また、全国市長会も保育の無償化の財源につい

て、国が負担するよう求めて見直しが進められています。 

②陳情 米子市公立保育所統廃合・民営化に関する陳情書⇒不採択 

 米子市の公立保育所の統合民営化計画に対して、パブリックコメン

トや保護者への説明会でも、たくさんの不安や疑問の声が出されてい

ます。公立保育所をさらにいいものにしていくためにも、もっと広く

市民の声を聴きその声を計画に反映させていくことは重要です。 

③議案 米子市特別職の職員

の給与に関する条例及び米子

市教育委員会教育長の給与

等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について⇒原

案可決 

 公務員の中でも比較的高額の

給与等になっている特別職は、

地域の中小零細企業で働く労

働者にとって景気回復を実感で

きない年の瀬となっている中、

引き上げの根拠は乏しい。職員

の不祥事が今年は続き、最終責

任者である市長等特別職の期

末手当の引き上げに、市民の理

解を得るのは難しい。 
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